
教会 サンタンブロージュ教会にあった古代ローマ遺跡を歩く立看 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14ヵ所ありますが、皇居、シアター、コロセウム、競技場、地下鉄で破壊されて地下に復元した

Missorの初期キリスト教会以外の９か所は、今も現役の教会として一部に、地下に、残っていま

す。313年ミラノ勅令でキリスト教が公認され、392年に国教となるころ、アンブロージュ（340？

～397年）が、ミラノの執政官であり司教として力を振るい、彼がミラノ守護聖人として祭った二

人の為の教会に死後自らも入り、3人のモザイク画を中心とする墳墓教会となりました。修道院と

して中世を生き抜き今は付属大学となっています。12世紀のロマネスク様式が良く残っており、

柱廊によるアトリウム（中庭）からの見上げ、内部のリブボールト天井、モザイクに、様式は東方

文化の輸入であることが分ります。     ドゥオームのあとに内部を見た教会 4つ続けます。 



Santa Maria presso San Satiro  ３ツの個性的なドーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

San Sebastiano トリノ通り            Santuario Di S. Bernardino Alle Ossa骸骨寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         Basilica di Santo Stefano Maggiore 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サン・テクラ教会を壊して、ローマ・

バチカンに負けるものかと、１３８

６年にヴスコンティが発意、ナポレ

オンがファサードを作り、１８８７

年に尖塔ができ、青銅の大扉は２０

世紀。ゴシック建築の代表である。白

い大理石と人型の飾りが光をあびて

七変化する様は、まったく飽きない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６世紀の模型     ドゥオーム博物館を先に見るべし 


